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マ
イ
ナ
ン
バ
島
Ｔ
ケ
古
ゴ
ｑべ
書
は
…

誌
奮

午
件
に
対
寸
３
甲
本
＋

走
党
市
議
団
の

，
対
討
論
は
・

求
の
と
ぉ
り
で
す
。

逃
輩
掌
％
考

、
三
要
％
計
沖

正
予
軍
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
シ

ピ
ー
制
度

へ
の
秘
行
に
係
ろ
季

隷
料
計
上

に
は
墳
戯
で
き
ま
せ

ん

．
削
庫

更
（
ｔ
の
に
問
薄

ふ
６
￥
考
ぇ

て
い
ま
す
。
市
民

Ｌ

球
に
ど
う
て
は

、
メ
リ

ッ
ト

よ
リ
デ
ヌ
リ
ッ
ト
か
大
き
い
て

い
う

）ヽと
は
、
当
槃
客
査
０
中

で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

載
律
に
よ
り
・
切
希
そ
の
も
の

は
警
け
ら
れ
ち
い
て
し
て
ｔ
ｔ

少
離
く
と
も
鮮
傘
嗜
報
流
聾
問

題
‘
毎
ま
し
ス
カ
ら
４
か
な
し、

ビ
申
に
し
π
畦
球
で
き
ま
せ
ん

し，
ま
本
市
か
ヤ
Ｂ
ヾ
き

こ
と
は
、

口

に
■
ひ
こ
と

，
お
仏
ろ
〓
て

ヽ
す
。
以
上
の
鯉
由
に
よ
り
、

泌
第
宋
Ъ
ｎる
の
相
Ｋ
織
桑
肩
塗
呼

祭

仙

０
改

正
に
も
捲
成

で
き
ょ

せ

人
。

議
宙
雰
喝
ｏろ
は
、
言
信
『文
化

鳥

黎

薫

の
皇

軍

ツ

車
製
Ｎ
２
路
に
つ
し、
て
ヽ
■

範
黒

准
〓

碁

罐
場

に

綺艶
Ｉ
与
げ
瞥
子
に
育
っ
た
こ

の
■
額
サ
攣
で
す
伊
．
当
締
段

ギ
ゼ
作
大
差
で

「γ
虚
拒
否
」

口
多
雑
爾

′

―

―

―

′

潟
二
布
に
賠
ノ
宥
し

も
間貧禁止

~百

"91う
。12日れまで・

9qに,1輌トラ
き研電、デイ■1引ヽ

嗜
で
の
練
討
に
棒
み
が
よ
ソ
・

賛
成
で
き
ま
せ
ん
．

議
辱

賀

嘩

算

考

６
餐
雫
Ω
師
ハ
案
名
で
す
。
一

殺
警
Ｔ
入
札
い
出
れ
が

・
／
・ほ
Ｆ

ン卜ヽa

，
私
は

「
繁
総
ｏ
道

」
を
行
く

一一　
先
日
．
集

金
の
と
き
に
日

一
曜
師
の
読
着
か
ら
ギ
ツ
シ
ヤ

一
の
経
♯
様
綻
か
ら

「
日
本
体

一
太
丈
夫
は
ω
か
」
ヒ
尋
な
つ

一
六
ま
し
た
。
日
本

の
僣
金
は

一
ギ
リ
３
ャ
よ
リ
ウ
ン
じ
ら
い

一
ｔ
ω
の
、
口
用
か
ら
①
借
金

一
各
の
で

大
基

ハな
で
て
い

∵
フ
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
受
け
れ

一
り
で
「
よ
拡
大
丈
大
じ
￥
な

，
い
わ
」
と
答
え
た
め
で
す
。

一
そ
貧
称

ら
，
障
羞
事
一

¨
は
イ
ヤ
む
け
む
戦
争
に
な
り

”
て
う
で
こ
ゎ
い
」
て
レ、
う
諸

け
で
、
そ
の
増
る
と
契
ゎ
し
去

し
た
。
木
い
ざ
鉢
業
者

の
中
に

は
、
は
か
に
参
加
子
さ
３
業
者

が
あ
り
，
穫
写
し
て
な
の
一
舟

競
争
入
れ
に
体
額
対
し
ま
す
。

一
一
一
一一
“
一
一
一４
一一
一一
一一”
一
一
一
一
一一，
一・一

，
一
一
一一一
一一
……―………‐一
一̈
一一

に
ト
リ
ま

し
た
。
自

Ｌ
埜
■
一

ｔ
敵

に
回
す
よ
う
な
学
倍
首

＝

相
の
強
引
ね
ヤ
リ
方
は
長
筋

＝

キ
し
ち

レ、
こ
と
ヤ
忌
釜
こ
な

一

えヽ
３
た
め
に
は
口
民
袋
需
世

一

必
要
ち

こ
と
ｔ
訪
し
，
日
馬

一

報
お
示
で
平
憩
胃
義
ｔ
守
３
う

＝

ヒ
む
し
ま
し
た
。
戦
争
体
験

＝

浩

ｔ
不
中
に
追
い
込
む
磯
お

＝

ｃ
は
虜
伊
主
ぢ
ま
す
。
　

　

一

風
毬
上
が
り
に
体
拳
毛
６繁
＝

り
き
澱
カ
レ
シ
ダ
‐
に
識
録

一

し
て
い
ま
す
が
、

員
び
３
ヶ
＝

夕
に
突
入
し
て
ヽ
ほ
い
で
，

一

年
末
ま
で
閤
食
ｔ
挙
め
３
こ
劇

と
に
し
ま
し
た
¨

争ユ Q

メL′ヒニ
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緊
脅

学

ｔ

　

／

拒́
行
す
る
ナ
け
丘
一

レ、
ゲ

ん
ヶ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一̈一̈”̈
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`よ

も 気ヽ軽に 09o― i4:5-39夕 Iひ●さ ぶ 仏 詳で。́  (2)

申
ば
ｏ
Ｅ
乗
骨
け
れ
る
国
俣
に

６
月
メ
ロ

（
月
）
日
本
業
産

党

の
中
知
せ

，
だ
市
議
は
、
日

民
種
圧
準
確
に
つ
い
て
一
静
賀

問
し
ま

し
た

。
』

押
詈
俣
は
，

嵩
寺
ど

ろ
国
裸
料
の
た
い
、
滞

鏑
署
喜
”
が
２
０
′
３
年
度
９
２

６
る
世
瀦
「か
ら
２
ｏ
ｌ
４
年
摩

′
万
４
６
５
せ
世
″
て
３
今
世
帯

来
上
キ
甚
Ｖ
Λ
″
こ
と
ｔ
話
し
、

琳
紳
せ
ぜ
５
ｔ
碧
ち
い
宅
誨
こ

き
ち
ん
と
把
推
し
，中
卍
し
て

Ｅ
や
に

，
，

ス
３
和
歌
山
市
‘

寸
５
よ
⊃^
取
り
細
針
ｔ
求
め
よ

し
た

。
南
望
質
は
，
ホ
２
ワ燿
す

る
公
圃
ひ
ト
イ
レ
に
つ
い
て
‐

身
体
に
マ
Ｌ
■

，
継
ど
３
歩

３
考
０
ち
ト
ィ
レ
ッ
ト
パ
ー
バ

１
０
ハ
小
毒
た
に
夢
挙
し
た
ジ

下
ｅ
ｓ
調
べ
た
リ
イ
レ
の
輝
鳩

ャ
聘
率
に
っ
ぃ
て
ゎ
朴
。
，市
の

禍
や
惚
堆
い
素
壻
下
電
崚
Ｑ
紳

穆
２
馬
■
シ
に
つ
り
を
蘭

し
改
７
７
Γ
あ
ま
し
ル
・

日
本
来
虐
党
ホ
議
画

が
綱
企

畿
彙

と
な
り
６
月
定

利
市
議
会

に
出
さ
れ
た

請

願
２
荘
は
、
い

ず

索
も
仲
①
議
ｏ受
の
境
同
ザ
特

ら
必
ず

不
採
ポ
に
な
り
姜
）し
た
。

ｒ
つ
は
、
「
律
不
口
的
自
聯
継

し
行
静
〓
具
体
た
す
ち

「
平
和

ウ
全
漱
詢
」

に
反
対
す

３
こ
ヒ

を
求
鉢
員
違
熙
て
、
和
歌
山
県

典
あ
労
働
組
合
評
識
合
、
平
和

Ｒ
士
　
革

新
の
日
本

８
●
ざ

す
和
融
山
孵
０
合

、
守
保
条
約

戦
争
塁
軍
に
強

し、
そ
慎

み
党
倒
が
来

週
に
ｔ
戦
争

繁
宝
（
強
行
埓
家
の
か
ま
え

を
見
せ
３
中
、
裂
食
申
森
義

詢
特
別
言
員
会
は
る
日
・
非

縄
θ
ぜ
嶺
声

Ｙ
さ
い
た
ま
市

で
地
方
参
考

人
僣
駐
ｔ
好
い

ま
し
た
。

警
舗
市
て
は
綱
態
名
罪
市
長

か
、
戦
争
立
官
ほ
「
国
の
あ
ソ

今
を
青
ζ
５
炉
譲
壱
ゆ
ま
ツ
な

い
も
の
た
し
て
発
癒
。
Ｆ
看
え

か
れ
笠
す
れ
げ
日
米
一体
＾
軍

事
府
動
が
増
え
、
微
目
ｏ
β
争

に
春
き
込
ふ
水
３
り
Ｋ
グ
台
高

ま
５
。
７
２

，
いげ
米
軍
参
地

が
黛
中
す
ら
斗
縄
が
／
番
に
狙

わ
れ
，
再
び
戦
場
た
ち
ぢ
。
ま

た
し
て
も
坤
縄
け
撃
て
石
Ｇ

さ
な
る
」
と
ば

べ
，
大
０
元

導
縄
県

写

は
迎
筆
身
裂
７

婢
ユ
設
ド
Ｆ
甘
ｔ
森
朝
し
、

「
Ｑ
み
か
に
民

，
申
ら
な

い

こ
て
は
歴
受

の
な
訓

Ｌ
と
述

べ
、
二
年
の
機
曰
ｔ
翠
禁

し
仁
。
議
争
に
安
成
の
中
山

万
ぼ

浄ヽ
彙
僣

「
目
民
い
だ
勝

は
塀
ま
ヽ
マ
い

，
，ヽ
」
と
に

奎
毎
客
姜
τ
軍
メ
ま
し
た
。

軍
紳
■
勇
型
こぼ
食
凛
澤
反棘
稀

ｔ
な
く
し
、
平
和
・
ス
主
主
義

吐
球
向
上
セ
ハ
ざ
す
莉
腋
山

県
屏
会
議
、
寄
義
ｔ
多
ヽ
守
３

わ
い
や
ま
県
嘱
ω
会
の
４
印
峰

が
墓
あ
て
出
さ
水
た
ｔ
ｏ
玉
孔

６
Ｒ
定
倒
市
議
会
で
、会
会

イ
プ
ア
日
で
提
案
し
可
漱
し
た

ロ
ヘ
＾
嶽
見
著
は
　
典
オ
単
独

′早
業
に
格
ろ
国
橡
い
城
頼
諭
嵯

せ
ご
曾
皆
」ン
事
務
至
唇
ル

書
て

，
乳
幼
児
Ｅ
桑
費
師
藪
和
蔵
や

‘呈
層
障
嚇
暑
窟
雹
警
百
安
取
詢
庁

で
力
″口
響
料
（
現
物
β
付
）
と

し
た
場
合
　
□
体
帥
ド
に
よ
っ

て
隻
診
し
挙
す
く
た
り
襲
鵞
貫

森
下
さ
ち

６
月
定
利
市
議
会

に
出
さ
率

た

２
絆

Ｑ
請
曜
に
つ
し，
て
、
日

本
共
虐
党
０
森
下
す
）～
多
藝
員

が
替
成
討
論
８
″
口
ま
し
た

。

２
気
の
固
定
ず
確
評
管
墓 量

暴

畠

識
釉
ク
ラ
ぃフ
ひ
山
本
島
粕
姜
受

と
永
野
裕
久
場
ぼ興
雌
貢
″
。

２
つ
あ
は
，
吟
“
年
生
の
よ
一

悪
に
マ
討
す
Ь
意
見
芋
提
営
な
一

父
ふ
３
請
鯖
で
、
全
日
本
年
生
一

宿
題
合
和
歌
山
ホ
す
部
な
つ
ゴ
一

■
ユ
た
も
い
で
す
。

ぴ
せ
ん
３
Ｆ
ｔｏｒ

そ
め
令
い

白

”ヽ
棒
が

，
担
す
３
べ
き
な
こ

し
て
国
民
確
農
森
曝
の
や
義
給

村
に
対
す
Б
目
庵
ら
力
金
奎
城ヽ

（額
し
て
い
ま
す
′。

兆

勇

誹

釣
わ
２

を
進
め
３
ｔ
ひ
に
、

こ
の
日
撃
０
淑
僣
調
整
緒
置
Ｆ

つ
い
て
、
（暑
だ
ａ暑
ｔ
ｔ
行

う
こ
と
ｔ
平
め
３
も
の
で
す
ｏ

寸

命

‘
８
０
ュ
■
０
一

尋
亀
安
番
晏

（
菫
案

士
会

‘
党

達
襦
会

か
ら

そ
ネ
そ
れ
誓
薦
）
、

固
定
す
窪
評
価
昂
ル
名
の
菱
任

に
、
日
本
葉
在
党
ホ
議
ａ
鬱
賛

絆味
。
ハ
ム
で
員
賛
成
て
ａ
も
に
。

日
本
共
産


